
日本平・久能山周辺のまちづくり

歴史や文化、美しい景観や地域の食の魅力に日常的に触れ、誇りと愛着を感じながら過ごすことが
できるまち

この地区で目指す姿

１．久能山下周辺整備

• 久能山東照宮の玄関口にふさわしい門前空間や受入環境を整備
し、快適に訪れることができる環境づくりを進めます。

２．日本平公園の整備

• 日本平の景観や歴史・文化資源を活かし、滞在や体験を楽しめる
公園空間の整備を進めます。

３．久能山周辺の観光地域づくりの推進

• 地域や事業者と連携し、歴史・文化・景観・食などの地域資源を活
かした観光地域づくりを進めます。

実現に向けた主な取組

➢ 富士山や駿河湾を望む景観とともに、歴史や文化、地域ならではの魅力を

より身近に楽しめる。

➢ 日本平から久能山、三保、用宗へと巡りながら、多彩な体験や食を楽しめ

る。

➢ 訪れる人が地域に長く滞在することで、地域の商業や観光への波及効果

が高まる。

➢ 地域の魅力が市内外に広く発信され、市民が地域に誇りと愛着を持てる

まちづくりにつながる。

こんなことが実現されます

日本平・久能山周辺図
※各取組の詳細は取組名をクリック！

ハードの取組 ソフトの取組凡例：

日本平公園の整備

久能山下周辺整備

久能山周辺の観光地
域づくりの推進
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今後の予定

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 ２０３４年 ２０３５年

取組概要

久能山東照宮の玄関口である久能山下周辺を整備することにより、さらなる観光誘客を図るとともに、

久能山下周辺の滞在時間の延伸により、観光消費を促進させるとともに、来訪者の利便性が向上する。

• 久能周辺は、国宝久能山東照宮、石垣いちごといった国内有数の観光資源を有しており、

 多くの観光客が訪れますが、観光消費が促進される場所や機会が限定的なことが課題と

 なっています。

• 久能山東照宮を訪れる参拝客の多くは、日本平山頂からのロープーウェイを利用しており、

 客船来港時の団体利用が多い日などは、行列ができ、混雑していることも課題です。

• 久能山東照宮の江戸時代の参拝ルートである参道入口に市営駐車場を整備することで、

さらなる観光客の受入を可能とし、地域や民間事業者等と連携して、久能山下エリアを

中心に久能山東照宮の表参道として活性化させることにより、観光消費を促進させ、

地域経済の好循環につなげます。

久能山下周辺整備
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実施設計

工事

測量
供用開始

観光駐車場イメージ案（AI作成）

表参道イメージ案（AI作成）
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今後の予定

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 ２０３４年 ２０３５年

取組概要

名勝日本平の価値を最大限に活用した公園として整備することで、

訪れた人が心地よく過ごし、絶景の感動体験ができるようにする。

• 現在、日本平公園は、富士山や駿河湾などの眺望景観の重要さから、文化財保護法の

「名勝」に指定されており、夢テラスや広場からの眺望を楽しむ場所となっています。

• 公民連携による公園整備・管理運営事業の手法を導入し、日本平の歴史やお茶文化を

体験できる施設とともに、名勝の魅力を活かした散策路や広場、休憩所、イベントス

ペースなどを設け、滞在・回遊しながら利用できる公園づくりを行います。

• 名勝日本平の適切な保存と活用を両立し、眺望鑑賞や歴史・文化体験に加えて、散策

や休養、イベントなどの様々な目的で、日常的にも利用できる公園となります。

日本平公園の整備  

基本計画改定

日本平夢テラスと富士山の景観

事業手法の検討・事業者選定

用地取得
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電線地中化工事

公民連携事業手法による公園整備・管理運営事業の実施事業者決定

基盤整備工事（敷地造成・アクセス道路等）
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⑥観光・スポーツ・文化

食、スポーツ、芸術、歴史など多様な文化で人々の心が豊かになるまち、来訪者の増加を通じて地
域経済が潤っているまち

目指すべき未来像

現状と課題

・静岡市は、食、スポーツ、芸術、歴史等の多様な文化資源を活用したまちづくりを進め、観光振興、スポーツ振興、文化芸術活動の支援、文化財の

保存等に取り組んできました。

・これらの世界に誇れる文化資源を有しながらも、観光振興による地域経済活性化の視点が十分とは言えず、一人当たりの観光消費額や外国人旅

行客数が少ない状況にあります。スポーツにおいては、これまでの健康増進の効果に加え、産業やビジネスによる地域活性化の効果を最大限活用

する必要があります。文化芸術では、文化に触れる機会や文化を通した交流の場はあるものの、より気軽に参加する機会の充実が求められていま

す。また、文化財は、少子高齢化による担い手不足や文化財への関心の低下などにより保存・継承が困難となっており、文化財の劣化や滅失が進

行しています。

・こうした課題を解決し、観光・スポーツ・文化を通じて、人々が心豊かになるようにするとともに、新たなビジネスの創出や市内への来訪者の増加

により、地域経済を活性化することが求められます。

課題解決のための
具体的な取組

★取組概要★取組概要 ★取組概要

ユニバーサルスポーツ
聖地化の推進

ホームタウンチームの
活用推進

久能山周辺の
観光地域づくりの推進

ホームタウンチームと連携して
地域課題の解決に取り組み、
チームを身近に感じる機会を増
やすことで、応援機運の醸成や、
スポーツ観戦人口を拡大し、地
域経済の活性化につなげる。

久能山下地域を歴史的風致維持
向上計画の重点地域に位置づけ、
地域資源を生かした景観形成や
回遊・滞留環境の充実を図る。
これにより地域の歴史や文化に
触れ、親しむことのできる環境
を整えるとともに、地域事業者
の販売機会や新たな雇用・事業
機会の創出につなげる。

民間事業者と共創し、人材育成、
スポーツ教室、体験会等に取り組
むことにより、誰もがスポーツに
親しめる機会を充実させるととも
に、大会や教室、合宿の定着を通
じて、多様な人々の交流機会を創
出し、スポーツを活かしたまちづ
くりを推進する。

久能山東照宮 石垣いちご ウォーキングフットボール  フライングングディスク
ホームタウンチーム
キャリア教育授業

ホームタウンチーム合同
スポーツ体験教室

日本平・久能山周辺 庵原地区 庵原地区
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